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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、NDC80キネトコア複合体の構成要素をコードします。コードされるタンパク質は、N末端微小管結合ドメインと、複合体の他の構成要素と相互作用するC末端コイルドコイルドドメインで構成されています。このタンパク質は、微小管-キネトコア相互作用を組織化および安定化する機能を持ち、適切な染色体分離に必要です。[RefSeq提供、2011年10月],発生段階：発現は有糸分裂期にピークに達します。,機能：染色体分離と紡錘体チェックポイント活性に不可欠な、キネトコア関連NDC80複合体の構成要素として機能します。キネトコアの完全性と、キネトコア外板における安定した微小管結合部位の組織化に必要です。,PTM：リン酸化は細胞周期のS期に始まり、有糸分裂期にピークに達します。NEK2によってリン酸化されます。 AURKAおよびAURKBによってリン酸化されることもある。,類似性:NDC80/HEC1ファミリーに属する。,細胞内局在:前期後期から後期にかけて動原体に局在する。特に動原体の外板に局在する。,サブユニット:NDC80複合体の構成要素で、NDC80/HEC1、CDCA1、SPBC24、およびSPBC25からなる。NDC80複合体は、NDC80/HEC1-CDCA1およびSPBC24-SPBC25からなる2つのサブ複合体によって形成される。各サブ複合体は、個々のサブユニットのコイルドコイルドメインを介した並行した相互作用によって形成される。四量体複合体の形成は、NDC80/HEC1-CDCA1サブ複合体の両サブユニットのC末端領域と、SPBC24-SPBC25複合体の両サブユニットのN末端領域との相互作用によって媒介される。四量体NDC80複合体は、両端に球状ドメインを有する細長い棒状の構造を有する。有糸分裂期に特異的にNEK2およびZWINTと相互作用する。CENPHおよびMIS12と相互作用する。AURKB、PSMC2、PSMC5、SMC1Aと相互作用する可能性がある。G2期および有糸分裂期にはRB1と相互作用する可能性がある。
	研究分野
	-
	画像データ
	

	KNTC2抗体を用いたHUVEC細胞の免疫蛍光染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした画像です。
	

	KNTC2抗体を用いたJurkat細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	Hec1 ポリクローナル抗体を使用した Jurkat 細胞のウェスタン ブロット分析。

